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功労賞：多賀谷 英幸 （山形大学） 

「熱硬化性樹脂の液相分解による資源化」 

多賀谷英幸氏は本研究会の立ち

上げの頃より現在に至るまで一貫し

て幹事として本会の運営に尽力してき

た。その間、2010 年から 2 年間副会

長、2012 年から 2 年間会長を務め、

長年にわたって本研究会の運営及び

発展に大きく貢献した。研究面では、

超臨界流体を用いた廃プラスチック、

特にフェノール樹脂やポリスチレンな

どの解重合に関する研究開発を進め、

数多くの成果を報告している。特に、熱硬化性樹脂の超臨界水によるケミカルリサイクルにおける

研究については、研究進歩賞を 2005年に受賞している。また、FSRJ討論会も 2012年に第 15回

討論会を主催するなど、プラスチックの化学リサイクルを学術的に大きくことに貢献した。多賀谷

氏のこのような本研究会ならびにプラスチックリサイクル技術への多大な貢献はプラスチックリサ

イクル化学研究会の功労賞にふさわしい。 

  



技術功績賞：土田 保雄 （（株）サイム）および河済 博文 （近畿大学産業理工学部） 

「ラマン散乱識別を活用した高性能廃プラスチックリサイクルシステムの開発」 

プラスチックのリサイクルを効率的

に行うために解決しなければならない

問題の一つに、廃プラスチックが複雑

な混合物の形で処理せねばならない

問題がある。複数種類のプラスチック

混合物の選別は極めて重要な問題で

あるにもかかわらず、これまで人手に

よる以外によい方法がなかったことも

あり、プラスチックリサイクルの普及を

妨げてきた。この問題に画期的な解

決を与えたのがこの両氏に功績であ

る。河済氏はプラスチック混合物から特定プラスチックの同定にラマンスペクトルが有効であるこ

とを 2011 年頃に見いだし発表した。このオリジナル技術にサイムの土田氏はいち早く着目し、廃

プラスチック由来の混合プラスチックの選別に応用して、ラマンスペクトルによる判別とエアガンに

よる選別によって、わずか 3/1000 秒で粉砕した廃プラスチックを判別して分別することに成功し、

これを実用化した。プラスチックについている色に関わらず正確に分別できるこの技術は刮目す

るところがある。この寄与によって、廃プラスチックは粉砕してから高効率で分別が可能となり、そ

の価値を著しく向上したばかりでなく、リサイクルに高付加価値を生む画期的な道を開いた。プラ

スチックリサイクルに横たわる重大な問題を解決する新技術の開発とその実現に極めて大きな寄

与をもたらしたこの功績はプラスチックリサイクル化学研究会の技術功績賞にふさわしい。開発者

と実施者の双方の共同受賞とする。 

 



技術功績賞：日本プラスチック有効利用組合 

「プラスチックマテリアルリサイクルの製品品質・品質管理の向上、付加価値の増大を通じ

た持続可能な社会（低炭素化社会＆資源循環型社会）への貢献」 

日本プラスチック有効利用組合はそ

の傘下に多数の企業を含んでいるが、

それらの企業の努力により、プラスチッ

クリサイクルが積極的に実施されてい

る。いくつかの企業の功績は、その取り

組みを受賞の形で評価されている。

個々にそれらのいくつかを上げる。 

１．平成２３年度３Ｒ推進功労者表彰 

農林水産大臣賞受賞 高知ビニール株

式会社 

「使用済み農業用廃プラスチック類の

回収並びにリサイクルシステムの構築の先駆的取組みとその継続的事業化」 

内容：使用済み農業用塩ビフィルムを初めてリサイクル。採算性からペレットからパウダー製造に

変更し、建築用床材のビニールタイル材料として事業化を達成。 

２．平成２６年度３Ｒ推進功労者表彰 経済産業大臣賞受賞 フジ化成工業株式会社 

「磁気テープ端材、自動車用ゴム部品端材のリサイクル及び工場から発生する廃棄物の削減」 

内容：磁気テープから建築資材、自動車ゴムから防音床マット等、廃材を原料とした商品の開発

に継続的に取り組み、独創性あるリサイクル技術を複数開発し各々事業化を実現。 

３．平成２７年度３Ｒ推進功労者表彰 経済産業大臣賞受賞 第一パイプ工業株式会社 

「電線被覆材等を活用した大型・高強度再生プラスチック製品の製造によるプラスチックの循環」 

内容：リサイクルし難い電線被覆材を原料とし、更に鉄鋼・鋼管メーカーの基盤技術(金型設計・製

作)をプラスチック成形に活用し、大型製品始め多種多様な分野の製品を開発。 

４．平成２８年度３Ｒ推進功労者表彰 経済産業大臣賞受賞 リプロントーワ株式会社 

「大型再生プラスチック製品“雨水貯留浸透システム ハイドロスタッフ」の製造販売における３Ｒ活

動の実践」 

内容：他社に先駆け再生プラスチックでの雨水貯留浸透システムを実現。原料の徹底した管理と

製品構造・成形方法の工夫にて業界最大級の大型化を達成。 

５．第６回ものづくり日本大賞 中国経済産業局長賞受賞 岡田 巧 株式会社リプロ 

「再生プラスチック杭と先進情報技術の融合による情報杭・情報発信杭の開発」 

内容：再生プラスチック杭をＩＣＴ技術の活用によりＷＥＢに接続し、その機能を飛躍的に高めた。

センサとＩＴ通信機能のシステム化で、防災・減災に多大な効果が期待可能。 

これらの業績はプラスチックのリサイクル技術を実用化した点で大きな功績がある。同組合は

それを大きく推進した業績により、プラスチックリサイクル化学研究会の技術功績賞にふさわしい。 


